














































































黒字が 1,137 億ドルに上り史上最高の黒字規模を更新し、2016 年を除くと引続き 1,000 億ドル以
上の黒字を出した。韓国の全産業において素材部品の対世界輸出は 2005 年以降 17 年間年平均
８％を上回る成長を見せ、2005 年約 44％から 2017 年には約 49％に上昇した。そして輸入の比
重は同期間中約 39％から約 35％に下落している。具体的に見ると、韓国素材部品産業の対世界
貿易黒字は 2000 年には二桁水準であったが、2003 年に入り三桁に拡大し、2014 年には四桁にな
り、1997 年以降 21 年連続貿易黒字を記録して韓国経済の安定的な成長を牽引していると言えよ
う。
　しかし一方、韓国素材部品産業の対日本貿易収支は依然として赤字を出している。特に、日本
に対する貿易赤字は 2000 年には 103 億ドルであったが、2009 年 200 億ドル規模を超え、2010 年










　どころが、韓国の日本に対する貿易関係は “ 輸出増加＝輸入増加＝輸出増加 ” という構造的な
特徴を見せており、韓国の対世界輸出増加（減少）は対日本輸入増加（減少）を意味すると言え
よう。したがって韓国は全産業で慢性的な対日本貿易赤字を見せており 2017 年も 2836 億ドルの
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赤字になっている。そして特に韓国素材部品産業の対日本赤字は他産業に比べ圧倒的に高い水準
であり、同年度韓国素材部品の対日本赤字は全産業対比 57% となり 160 億ドルを占めている。
　しかし、2010 年を境に素材部品の対日本赤字は持続的に減少傾向を見せている。更に 2000 年
以降素材部品の対日本輸出入の比重を見ると、輸出比重は引き続き下落しており 2005 年を基点
に大幅に低くなっていることがわかる。輸入比重も 2001 年の 28% から 2015 年には 17% にまで
減少している。ところが核心素材部品の対日本依存度は依然として進化される傾向が続き、赤字











　 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2016 年 2017 年
素材部品（A）
輸出 799 1,238 2,290 2,646 2,518 2,819
輸入 706 1,011 1,512 1,596 1,526 1,682
貿易収支 93 227 779 1,050 992 1,137
全産業（B）
輸出 1,723 2,844 4,664 5,269 4,954 5,737
輸入 1,605 2,612 4,252 4,365 4,062 4,785
貿易収支 118 232 412 904 892 952
比重（A/B）
輸出 46.4 43.5 49.1 50.2 50.8 49.1
輸入 44.0 38.7 35.6 36.6 37.6 35.2
出所 : 韓国機械産業振興会、KOAMI DB。
＜表２＞　韓国素材部品産業の対日本輸出入及び貿易収支の推移（億ドル、%）
　 2000 年 2005 年 2010 年 2011 年 2013 年 2015 年 2016 年 2017 年
輸　出 62 (10.0) 113 (9.1) 138 (6.0) 169 (6.6) 139 (5.3) 122 (4.6) 126 (5.0) 132 (4.7)
輸　入 165 (27.8) 274 (27.1) 381(25.2) 397(23.6) 344(20.8) 264(16.5) 272(17.8) 292(17.4)
貿易収支 －103 －161 －242 －228 －205 －142 －146 －160
注 : （　）は韓国の対世界素材部品輸出入対比日本の比重。
































の日本の絶対原則樹立と強力な改革の意志は、1889 年２月 11 日に公布された日本憲法にそのま
ま反映されており、これにより日本経済は速い速度で発展していくことになった。同時に日本は、




























































かった対日本からの輸入額が、1972 年には 17 億ドル、1978 年には 59 億ドルへと急増し、1986
年には 109 億ドルと三桁を記録した。その後、対日の輸入額は大幅に上昇し続け、1991 年には







重を見ると、1966-1972 年には 250 件となり、全体の約 70％を占め、1973-1978 年には 484 件で
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約 57％、1979-1985 年には 1,201 件、約 52％、1986-1992 年には 2,110 件、約 47％を占めていた。
2000 年代に入り、対日本の技術導入は顕著に減少し始めたが、2013 年依然としてアメリカ（約













































































































合ったものでなければならず、このためには過去の “ どのように作るのか ” から脱却し、“ 何を
作るのか ” についてより多く悩みぬかないといけないとの指摘である。これは今まで日本の製造





大国へと成長する為になされてきた “脱亜論” から “入亜論 ” へと転換されていることを意味して
いる。日本が、アジア的な価値とアジアの重要性を認識するまでに約 150 年以上の歳月がかかっ
たのである。


















きる。韓国の対日本の輸入依存度は 1985 年には 23％台水準であったが、1990 年 13％台へと減
少した後、2000 年代には 11％台へと縮小し、2010 年には９％にまで継続して改善している推移








統計である20。そして分析に応用された投入係数 21 とレオンティエフの逆行列係数 22 も両国間の
＜表４＞　韓日における素材部品産業の相互輸入依存度の変化（%）
韓国 日本
1985 1995 2000 2005 2010 1985 1995 2000 2005 2010
素材部品 23.3 12.6 11.9 11.0 9.4 0.7 1.0 1.2 1.2 1.4
注：韓日間の素材部品産業の技術力水準を反映させた相手国に対する輸入依存度。
出所：JETRO·IDE、『Asian International Input-Output Table 2005, 2000, 1995, 1985』、



























1985 1995 2000 2005 2010 1985 1995 2000 2005 2010
繊維製品 12.5 7.3 5.7 5.1 4.4 1.6 1.3 1.3 1.2 0.9
化合物・化学製品 10.6 9.6 6.6 5.8 4.6 0.6 0.7 1.2 1.0 0.8
非金属鉱物製品 5.3 5.7 4.9 4.5 3.9 0.6 0.3 0.6 0.5 0.5
金属製品 12.4 9.6 13.7 13.2 12.2 1.5 1.4 1.3 1.4 1.7
一般機械部品 20.4 14.8 13.4 13.0 12.6 0.7 0.6 0.9 1.2 1.8
電機・電子部品 30.3 23.2 21.0 16.8 11.7 1.0 1.7 2.0 1.7 1.8
輸送機械部品 19.9 16.8 13.6 12.8 12.0 0.6 0.6 0.8 1.0 1.4








　2000 年から 2014 年の間の３つの時点で、韓国の素材部品産業の対世界での貿易特化指数は














　一方で、日本市場での比較優位を見ると同じ期間、素材は比較優位（0.29 → 0.42 → 0.52）が








































対世界 対日本 対世界 対日本
2000 2010 2014 2000 2010 2014 2000 2010 2013 2000 2010 2013 
素材部品 0.06 0.20 0.24 －0.42 －0.47 －0.36 0.26 0.25 0.24 0.36 0.36 0.36 
素材 0.08 0.09 0.14 －0.55 －0.61 －0.49 0.30 0.18 0.16 0.29 0.42 0.52 
部品 0.05 0.27 0.29 －0.39 －0.40 －0.30 0.25 0.28 0.28 0.38 0.32 0.23 











































 2　韓国機械産業振興会、KOAMI DB を参照されたい。
 3　日本の産業革命は 1868 年明治維新であり、韓国での産業革命は 1962 年１月 13 日経済開発５カ年計
画が交付された日を基準にして見ることができる。従って、韓国と日本の産業革命の日を基準にし





 5　 19 世紀末日本の大思想家福沢諭吉は、日本の工業発展へのプロセスを提示したのであるが、それが
“ 脱亜入欧 ” 論である。つまりアジア陣営から出て、西欧の文明国家と運命を共にしてこそ先進工業
大国を凌駕することができると主張した。Fukuzawa Yukichi（1981）を参照されたい。



























に達しており、特に 2007 年 27％から 2008 年 41％へと増加していた。李鴻培（2014a）を参照され
たい。
19　李鴻培（2014b）を参照されたい。
20　国際産業関連表は韓国をはじめアメリカ、日本、中国及び ASEAN ６カ国を含めた 10 カ国で構成さ
れており、約５年の時間を設定し日本の JETRO・IDE によって発表されている。最も最近の統計は
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